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※加熱式たばこ、
　電子たばこを含みます。

山林の屋外では禁煙

対象外の場所
●車内
●吸い殻容器が設置され、山林関係者により
　喫煙が認められている場所

山林の屋外では
火の使用を禁止
対象外の場所
※家庭ごみなどの焼却は原則禁止です。
●住宅の敷地内
●寺院の敷地内（ろうそく、どんど焼きなど）
●事業所の敷地内（キャンプ場、釣り堀など）

【対象外の場合においても、次のことを守ってください。】

●マッチやライターなどの取り扱いを適切に行いましょう。
●吸い殻は適切に始末しましょう。
●風が強い時など、他に延焼する恐れがある時は、火の使用は禁止です。
●火災警報が発令されたときは、火の使用を禁止します。
●残火、取灰（燃えかす）および火粉を適切に始末しましょう。
●消火を確認するまでその場を離れないでください。

山
林
を
火
災
か
ら

守
る
た
め
に

『
足
利
市
の
美
し
い
山
林

を
火
災
か
ら
守
る
条
例
』

を
制
定
し
ま
し
た
。

　
美
し
い
山
林
を
火
災
か
ら
守
り
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
安
全
安
心
を
確
保
す

る
た
め
、
山
林
に
お
け
る
喫
煙
や
火
の

使
用
に
つ
い
て
必
要
な
こ
と
を
定
め
ま

し
た
。
山
林
に
お
け
る
火
災
を
予
防
し
、

火
災
発
生
時
の
体
制
強
化
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

４
年
４
月
１
日
施
行

条
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

予
防
課
・
☎
㊶
３
１
９
９

Pick
Up!



※会場などにお越しの際は、新型コロナウイルス感染症予防対策にご
協力ください。また、状況により延期や中止となる可能性があります。

Pick Up!

お
知
ら
せ
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取
引
先
企
業
を
表
彰
し
ま
す

産
業
振
興
貢
献
企
業
表
彰

産
業
も
の
づ
く
り
課
・
☎
⑳
２
１
１
０

　

市
内
で
製
造
業

を
営
む
企
業
と
の

取
引
を
通
じ
て
、

本
市
の
産
業
振
興

に
貢
献
し
た
と
認

め
ら
れ
る
市
外
企

業（
取
引
先
企
業
）

を
表
彰
し
ま
す
。

条
件　

直
近
３
事

業
年
度
の
年
度
あ

た
り
取
引
額
平
均
が
次
の
金
額
以
上

▽
軽
工
業
＝
５
千
万
円（
７
千
５
百
万

　

円
）以
上

▽
重
工
業
＝
２
億
円（
３
億
円
）以
上

※（　

）内
は
市
内
企
業
２
社
以
上
が

共
同
で
申
告
し
た
場
合
の
金
額
で
す
。

※
加
工
賃
取
引
の
場
合
は
、
そ
の
額

を
３
倍
し
た
額
と
し
ま
す
。

申
込　

６
月
17
日
㈮
ま
で
に
申
告
書

を
同
課（
本
庁
舎
別
館
１
階
）へ
持
参

ま
た
は
郵
送（
〒
３
２
６
―
８
６
０
１

足
利
市
役
所
産
業
も
の
づ
く
り
課
）

※
申
告
書
は
同
課
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

　

平
成
21
年
に
足
利
商
工
会
議
所
内

に『
足
利
５
Ｓ
学
校
』が
設
立
さ
れ
、

産
業
界
が
中
心
と
な
り『
足
利
流
５

Ｓ
』実
践
活
動
の
普
及
や
人
材
育
成

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
足
利
流
５

Ｓ
は『
整
理
→
清
掃
→
整
頓
＋
清
潔
、

躾し
つ
け』で
あ
り
、
こ
の
順
序
も
大
切
で

あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
『
５
Ｓ
』は
こ
れ
ま
で
市
内
企
業
に

お
い
て
数
多
く
実
践
さ
れ
、
業
務
改

善
、
働
き
方
改
革
な
ど
の
実
績
を
上

げ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
海
外
企
業
へ

の
指
導
も
行
っ
て
お
り
、
過
去
に
は

足
利
流
５
Ｓ
学
校
の
木
村
温
彦
先
生

が『
フ
ィ
リ
ピ
ン
味
の
素
』に
お
い
て

実
践
指
導
を
行
い
、
大
き
な
成
果
を

上
げ
た
そ
う
で
す
。

　

海
外
で
の『
５
Ｓ
』の
認
知
も
進
ん

で
お
り
、
ジ
ェ
ト
ロ
栃
木
貿
易
情
報

セ
ン
タ
ー
に
よ
る
と
、
例
え
ば『
ベ

ト
ナ
ム
北
・
中
部
に
所
在
す
る
優
良

企
業
情
報
』の
中
で
、
企
業
の
評
価

『
足
利
流
５
Ｓ
』の
可
能
性早

川  

尚
秀

項
目
の
１
つ
に『
５
Ｓ
の
取
り
組
み
』

が
あ
り
ま
す
。
現
地
企
業
に
と
っ
て

も『
５
Ｓ
』が
自
社
の
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ

ン
ト
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
驚
き
ま

し
た
。
む
し
ろ
日
本
よ
り
も
普
及
し

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
の
こ
と
で

し
た
。

　

今
後
、
日
本
が
そ
の
強
み
を
生
か

し
て
い
く
上
で
、
こ
の
よ
う
な
頭
脳

や
ノ
ウ
ハ
ウ
と
い
う
の
は
大
き
な
武

器
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

本
市
は『
世
界
５
Ｓ
サ
ミ
ッ
ト
』が

２
回
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
ま
さ
に
日

本
の
５
Ｓ
先
進
地
で
あ
り
、『
足
利

流
５
Ｓ
』に
は
そ
の
力
と
可
能
性
が

あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
栃
木
県
と
ベ
ト
ナ
ム
の
ビ

ン
フ
ッ
ク
省
が
協
定
を
締
結
し
ま
し

た
。
ビ
ン
フ
ッ
ク
省
は
ベ
ト
ナ
ム
北

部
ハ
ノ
イ
か
ら
約
80
キ
ロ
に
位
置

し
、
今
後
産
業
分
野
で
の
発
展
が
期

待
さ
れ
る
エ
リ
ア
と
の
こ
と
で
す
。

本
市
と
し
て
は
栃
木
県
の
動
き
と
連

動
し
、『
５
Ｓ
』を
切
り
口
と
し
た
展

開
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
既
に
栃
木
県
国
際
課
に
も
本

市
の
意
向
を
伝
え
、
協
力
し
て
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
で
調
整
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

今
後
は
、
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
足

利
流
５
Ｓ
の
展
開
や
、
現
地
企
業
や

経
済
団
体
・
大
学
な
ど
か
ら
の
視
察

団
の
受
け
入
れ
も
期
待
で
き
ま
す
。

『
５
Ｓ
』を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
技
能
実

習
生
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
以
上
の
人

材
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
本
市
企
業

に
と
っ
て
も
有
効
で
あ
り
、
さ
ら
に

は
人
材
交
流
の
延
長
線
上
に
本
市
企

業
と
現
地
企
業
と
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ

チ
ン
グ
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

栃
木
県
や
ジ
ェ
ト
ロ
栃
木
な
ど
の

お
力
を
お
借
り
し
な
が
ら
、
実
現
に

向
け
て
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

１１


